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［金属と化学］Text p4- 金属を制するものは世界を制す
かつて人類は木材、石材の次に金属材を手に入れた
	
	原料の入手性
	加工性
	性能（耐久性、硬度、鋭利）

	木　材
	高
	高
	低

	石　材
	中
	中
	中

	金属材
	低
	低
	高


石器時代　（約200万年前～）
青銅器時代　（紀元前 約3500年～　メソポタミア、エジプト）
金属材はその有用性から競って作られ使われた
ただし金属は純粋な物質が得られることは稀
→鉱石として得られる酸化物から　製錬する技術が必要になる

使われる金属は時代によって変わってきた
	
	加工性
	性能（耐久性、硬度）
	純粋な物質の得やすさ

	銅
	高
	低
	高

	青銅
	中
	中
	中

	鉄
	低
	高
	低


銅の時代は青銅に先立って存在した（紀元前約8800年　現・イラク）

青銅は銅とスズの合金なので銅とスズを製錬する技術が必要

鉄器時代　（紀元前 約2500年～　アナトリア（現・トルコ））

鉄は磁鉄鉱などの様々な鉱石として得られ銅鉱石より多く存在するが、
製錬が難しい
今はアルミニウムが身近に使われている（ホール・エルー法 1886年）
ナポレオン三世は貴重な金属だったアルミニウムの製造に資金を出し、自分の晩餐会にアルミの食器を用いた
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